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暗号資産が安心・安全な金融資産となるための体制整備

暗号資産が安心・安全な金融資産となるために、
暗号資産業界が一丸となって、

より強固な体制整備を行い、利用者保護を強化いたします。
さらに、以下の点を重点事項として適切な対応を推進して参ります

利用者保護の徹底
暗号資産審査の強化
不公正取引の審査強化
暗号資産の流出リスクに備えた対応（責任準備金を含む）
認定自主規制団体(JVCEA)の体制強化

重点対応事項
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利用者保護の徹底

利用者保護に対する課題認識

暗号資産は大きな価格変動だけでなく、特有のリスクも存在することから、自主規制機関や金
融教育推進機関などからの啓発、暗号資産交換業者からの、利用者へ適切なリスク説明および
利用者が余裕資金の範囲内で取引を行うことの十分な説明が重要となる

業界としての対応
 J-FLECの活動に他業態を参考に貢献するとともに、利用者の正しい理解に資するよう教材
作成や教育活動に協力していく

 顧客がリスク負担能力の範囲内で取引を行うことを確保するための確認を行う体制の整備
 暗号資産交換業者による顧客へのリスク説明義務の強化(含む広告・勧誘規制の強化)
 暗号資産交換業者による顧客適合性の運用強化(取引開始基準および取引・保有限度額の設
定等に係る運用の徹底)

リスク度1 リスク度2 リスク度3
年齢
経験
資産
所得
利用目的
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参考として、「年齢」「経験」「資産」「所得」「利用目的」を確認して
おり、当該項目に基づいて、リスク閾値を設定して当該閾値を超えた取引
は制限がかかるような運用の徹底を計画している（一部の事業者では既に
対応を行っている）
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暗号資産審査の強化
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暗号資産審査に対する課題認識
 現在、暗号資産審査は暗号資産交換業者が審査を行い、当該審査プロセスをJVCEA職員(会員
企業からは独立し、中立性を維持している者)が確認したのち、業者が金融庁に届け出ている

業界としての対応
 金商法改正の議論と並行して、自主規制機関に外部の第三者からなる中立的な暗号資産審
査委員会を設置し、暗号資産審査の適切性を審査し、さらなる中立性・独立性を高めるこ
とを推進していく

 暗号資産審査委員会の下で、暗号資産交換業者およびJVCEA共に質の高い審査・監査態勢
を確保するために人員の質および量の確保を図っていく
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不公正取引の審査強化

不公正取引に対する課題認識
 JVCEAが能動的に不公正取引監視が出来る体制およびシステムが構築できておらず、不公正
取引監視については現状では不十分と認識

業界としての対応

 暗号資産交換業者に不公正取引の抽出基準・検知した場合の対応等の統一ルールの作成。
また、不公正取引の事例を共有することで暗号資産交換業者の不公正取引検知体制の強化
を徹底

 JVCEAに売買審査担当者を設置し、会員暗号資産交換業者の注文・取引データを基に一定
の閾値等により抽出し、売買審査を行う。閾値等についてはJPX-Rの取組みも参考にしつ
つ、会員を交え業界標準の基準を策定する

 特定の暗号資産交換業者により不公正取引が確認された顧客について、他の暗号資産交換
業者においても不公正取引が行われていないかの確認の徹底

 不公正取引内容を証券取引等監視委員会に連携し、不公正取引の監視体制を重層的に強化
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暗号資産の流出リスクに備えた対応

暗号資産の流出に対する課題認識
 コールドウォレットで管理を行うことを原則としつつ、直近の事例にてコールドウォレットで
管理する暗号資産についてもサイバー攻撃によるリスクがあることを踏まえ、セキュリティ水
準のさらなる引き上げが必要

 流出に係る顧客への補償を行うための責任準備金の積み立てを含めた複合的な対応を実施する

業界としての対応

 セキュリティについては攻撃者側が進化していることを踏まえ、セキュリティ情報共有機
関と連携して恒常的なセキュリティ対策の強化を推進していく

 セキュリティ委員会による自主規則の策定等の運営の位置づけをより重要なものと位置づ
け、外部有識者の知見に基づく運営を中心にするなど体制・運営を強化していくとともに、
当局とも連携

 JVCEAの自主規制規則及び安全管理標準の作成に加えて、自助・共助・公助の精神にて複
合的なセキュリティ連携を図っていく

 セキュリティ水準の向上と共に、責任準備金の積み立てを行う

© 2025 JVCEA, JBA, JCBA



7

自主規制機関としての更なる体制強化

自主規制機関としての体制強化の必要性を認識

ガバナンス等の強化
 以下を実現するために必要な人材の確保及び会費収入の拡充等を通じた財務基盤等の強化
 適切なガバナンスを確立するとともに、審査の中立性・独立性のさらなる強化を行うため、
独立委員会又は独立組織を設置

暗号資産に係る
審査体制の強化

・
新規暗号資産の取扱い
および情報提供

 新規暗号資産の審査機能の強化（審査業務の一部を専門性の高い第三者への委託を含む）
 発行者又は暗号資産交換業者による情報提供内容に係る審査機能の強化（審査業務の一部を
専門性の高い第三者に委託することも検討）

 現在でも留意されているように会員企業からの出向者が個別審査に関与しないことを含む情
報管理体制・利益相反管理体制の更なる強化

 利益相反の抑制の観点から一部役職員による暗号資産の売買・新規保有の禁止等の体制強化
 暗号資産交換業者に対するモニタリング態勢・監査態勢の強化

セキュリティ向上  セキュリティ強化に向けた取組みの充実を含む自主規制の継続的な改善・強化
 暗号資産交換業者の監査態勢の強化

利用者保護の強化
 暗号資産交換業者による適切な広告宣伝活動の確保
 暗号資産交換業者による顧客適合性確認の強化（取引開始基準や取引・保有限度額の設定等
に係る運用の徹底等）

不公正取引への対応
 売買審査態勢の構築ならびに市場監視態勢の抜本的強化
 暗号資産交換業者が行う売買審査等に係る指導・確認機能の強化
 暗号資産交換業者・自主規制機関・当局の間の効率的・効果的な情報連携の強化

JVCEAが金商法管轄における認定自主規制団体として適切に活動を行えるように、
定性的・定量的に協会態勢の抜本的強化を行ってまいります
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